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活
発
な
議
論
で 

半
年
間
の
総
括
と
当
面
の
課
題
の 

意
思
統
一
を
図
る
！ 

１
２
月
２
日
１
３
時
か
ら
地
本
会
議
室
に
於
い

て
、
第
２
回
地
本
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 幹

事
会
は
、
議
長
に
山
崎
会
長
が
当
た
り
、
来

賓
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
地
本
中
田
委
員

長
の
挨
拶
（
格
差
ベ
ア
反
対
に
向
け
ス
ト
権
確
立

の
意
思
確
認
の
一
票
投
票
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
、
エ
ル
ダ
ー
問
題
の
取
組
み
な
ど
）

を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
高
橋
事
務
長
の
「
第
２
０
回
地
本
定

期
総
会
以
降
の
総
括
と
、
当
面
す
る
地
本
Ｏ
Ｂ
会

の
課
題
・
方
針
」
に
つ
い
て
の
提
起
を
受
け
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
当
面
の
取
組
み
の
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
。 

取
組
み
の
総
括 

特
に
、
た
し
ろ
選
挙
に 

つ
い
て
、
前
回
よ
り
も
１ 

０
３
票
し
か
増
え
な
か
っ 

た
獲
得
票
（
新
潟
は
４
９

２
票
増
）、
ま
た
、
終
盤
戦 

の
指
導
に
よ
り
行
動
が
停

滞
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
の
発
言
が
あ
り
、「
敗
北

し
た
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
さ

せ
選
挙
体
制
や
組
織
の
現

状
を
厳
し
く
総
括
す
べ
き

だ
」、
更
に
は
「
Ｏ
Ｂ
会
の

取
組
み
」「
現
役
と
の
共 

 

同
行
動
」
な
ど
に
つ
い
て
成
果
と
限
界
が
率 

直
に
出
さ
れ
、
ま
た
野
党
統
一
・
市
民
グ
ル

ー
プ
一
体
で
闘
わ
れ
た
参
議
院
選
・
選
挙
区
、 

県
知
事
選
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
改
悪
反
対
」 

「
原
発
再
稼
働
反
対
」
の
観
点
か
ら
「
森
ゆ 

う
子
」「
米
山
隆
一
」
候
補
を
応
援
し
、
見
事 

当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
安

倍
自
民
党
一
強
の
状
況
の
中
で
も
、
野
党
が

統
一
・
市
民
連
合
が
共
同
し
て
戦
え
ば
勝
て

る
こ
と
を
実
証
し
た
意
味
で
全
国
的
な
意
義

が
あ
り
、
特
に
原
発
の
再
稼
働
問
題
に
は
極

め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。 

こ
の
成
果
を
大
切
に
し
な
が
ら
柏
崎
刈
羽

原
発
の
再
稼
働
反
対
、
安
保
法
な
ど
戦
争
政

策
に
反
対
し
、「
壊
憲
」
を
目
指
す
安
倍
政
権

を
許
さ
な
い
取
組
み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

当
面
の
課
題
と
取
組
み 

当
面
の
課
題
と
取
組
み
は
、
①
Ｏ
Ｂ
会
役

員
の
世
代
交
代
、
②
現
役
と
の
交
流
深
化
、

③
支
部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
更
な
る
活
発
化
、
④

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
促
進
の
取

組
み
、
⑤
レ
ク
活
動
の
創
造
的
な
企
画
と
活

発
化
、
⑥
来
年
度
の
定
期
総
会
は
Ｏ
Ｂ
会
結

成
２
０
周
年
記
念
行
事
を
合
わ
せ
て
行
う
、

⑦
「
我
ら
の
声
」
原
稿
募
集
に
つ
い
て
、
⑧

地
本
事
務
所
が
３
月
以
降
、
Ｊ
Ｒ
電
気
ビ
ル

２
Ｆ
（
現
新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
本
社
の
下
）

に
移
動
す
る
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
現
役
の
エ

ル
ダ
ー
担
当
者
会
議
な
ど
に
Ｏ
Ｂ
会
も
参
加

し
て
い
く
こ
と
や
、
創
意
工
夫
し
た
取
組
み

に
つ
い
て
議
論
し
、
当
面
す
る
課
題
の
意
思

統
一
を
図
り
ま
し
た
。 

 

 

 

新
津
支
部
定
期
総
会 

昨
年
１
１
月
１
２
日
「
一
楽
」
に
お
い
て
、
支
部
Ｏ

Ｂ
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は

渡
辺
副
会
長
が
参
加
）。 

 

伊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
経
過
報
告
・
方
針
提

起
・
会
計
報
告
と
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了

し
、
新
役
員
を
全
員
の
拍
手
で
選
出
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
懇
親
会
に
移
り
、
近
況
報
告
や
昔
話
に
華

が
咲
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
、
Ｏ
Ｂ

会
員
の
拡
大
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま

し
た
。 

新
役
員 

（
敬
称
略
） 

会 

長 

伊
藤
春
男 

副
会
長 

佐
々
木
一
雄 

事
務
長 

小
林
富
男 

第
１
回
下
越
地
区
囲
碁
大
会
開
催
！ 

１
２
月
９
日
、
秋
葉
区
ベ
ル
シ
テ
ィ
内
「
棋
苑
大
元
」

に
於
い
て
第
１
回
下
越
地
区
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
年
１
回
の
地
本
の
大
会
だ
け
じ
ゃ

ー
寂
し
い
な
ぁ
ー
」
と
い
う
会
員
の
声
を
受
け
て
、
新

潟
、
新
津
、
製
造
所
の
三
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
共
催
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
す
。 

大
会
は
１
６
名
が
参
加
。
日
ご
ろ
鍛
え
た
腕
を
競
い

合
い
、
終
了
後
の
懇
親
会
に
も
１
２
名
が
参
加
、
熱
戦

の
余
韻
も
冷
め
や
ら
ず
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
た
組
織
作
り

に
向
け
て
、
来
年
以
降
も
定
例
行
事
と
し
て
取
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
投
稿 

Ｔ
／
Ｋ
） 

 

成 

績 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

Ａ
ク
ラ
ス 

 
 

 
 

 

Ｂ
ク
ラ
ス 

１
位 

清
水 

孝
（
新
潟
） 

小
黒 

博
（
幹
車
セ
） 

２
位 

稲
田
圭
樹
（
新
潟
） 

樋
口
了
三
（
製
造
所
） 

３
位 

小
林
富
男
（
新
津
） 

金
子
達
夫
（
幹
車
セ
） 

 

 

 



２０１７年 １月１５日 ＪＲ東労組新潟地本ＯＢ会ニュース Ｎｏ．４９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策
が
欠
如
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。 

     

① 

福
島
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

虚
偽
説
明
は
正
確
な
情
報
伝
達
の

保
証
は
な
い
。
② 

道
路
の
大
規
模

崩
壊
、
中
越
地
震
で
は
国
道
・ 

高
速

道
の
通
行
止
め
が
多
発
。③ 

万
一
過

酷
事
故
が
起
き
た
場
合
の
県
の
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
避
難
時

間
は
５
㎞
圏
離
脱
の
最
短
３
時
間

半
、
３
０
㎞
離
脱
時
の
最
短
で
８
時

間
、
住
民
が
１
０
０
％
脱
出
す
る
に
最

短
で
１
１
時
間
と
い
う
結
果
、
被
ば
く

な
し
に
避
難
は
無
理
。
④ 

線
量
が
５

０
０
㍃
㏜
／
ｈ
で
は
２
時
間
で
年
間

被
ば
く 

限
度
量 

を
超
え 

安
全
な 

屋
内
退 

避
は
不 

可
能
と 

厳
し
い 

現
実
を 

主
張
し 

た
。 

                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
０
月
２
４
日
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
第
１
７
回
口
頭
弁
論
が
新
潟
地
裁
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
先
の
県
知
事
選
挙
で
再
稼
働
に
反
対
す
る

米
山
隆
一
氏
が
新
知
事
就
任
の
前
日
と
い
う
歴
史
的
な
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
本
件
裁
判
は
、
提
訴
か
ら
４
年
７
か
月
を
経
て
弁
論
終
結
へ
向
け
た 

争
点
整
理
に
向
け
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

意
見
陳
述
の
要
旨 

原
告
の
意
見
陳
述
を
行
っ
た
近
藤

容
人
氏(

柏
崎
在
住)

は
、
① 

核
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
暴
走
す
れ
ば
、
人
間
の
技

術
で
も
対
応
で
き
な
い
。
② 

福
島
第

一
原
発
事
故
は
１
０
万
人
以
上
の
住

民
が
故
郷
を
追
わ
れ
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
③ 

県
知
事
選

の
５
２
万
８
４
５
５
票
は
『
新
潟
県

民
の
再
稼
働
に
対
す
る
強
い
大
き
な

不
安
を
裏
付
け
た
も
の
』
と
運
転
差

し
止
め
を
求
め
ま
し
た
。 

 

弁
護
団
の
主
張
内
容 

 

 

 
 

   

① 

範
囲
を
狭
く
限
定
し
た
地
質

断
面
図
の
検
討
は
不
十
分
。
② 

渡
辺

満
久
教
授
は
中
央
丘
陵
を
形
成
し
た

断
層
と
与
板
・ 

三
谷
背
斜
を
形
成
し

た
鳥
越
断
層
を
活
断
層
と
判
断
。
③ 

広
い
範
囲
の
地
質
断
面
図
の
検
討
を

行
い
、
与
板
背
斜
は
西
山
、
灰
爪
、

魚
沼
層
が
褶
曲
、
地
下
の
断
層
が
連 

一
、
被
告
準
備
書
面(

Ｎ
ｏ
１
２)

の

独
自
の
地
質
調
査
の
「活
動
層
は

不
在
」に
対
す
る
反
論 

  

 続
し
て
い
る
活
断
層
と
反
論
し
ま

し
た
。 

     

① 

班
目
春
樹
氏
の
証
言
で
原
子

炉
新
設
の
評
価
は
、
過
酷
事
故
は
起

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
② 

「
中
越
沖
地
震
の
海
底
断
層
も
事

前
に
認
定
で
き
て
い
な
か
っ
た
」

「
湯
の
岳
断
層
を
活
断
層
と
認
め

な
か
っ
た
」
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が

通
用
す
る
と
思
う
の
は
問
題
。
③ 

日
本
建
築
学
会
の
管
理
指
針
で
は

「
地
震
な
ど
突
発
的
要
因
に
よ
り

発
生
し
た
ひ
び
割
れ
は
構
造
安
全

性
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
す
べ

て
要
検
討
と
す
る
」
と
定
め
て
い

る
。
④ 

中
越
沖
地
震
の
被
災
痕
跡

の
健
全
性
が
解
明
で
き
な
い
設
備

劣
化
。
安
全
裕
度
の
切
り
捨
て
は
大

き
な
問
題
。
⑤
設
計
基
準
事
故
・
事

象(

訓
練
等
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤ 

外
部
電
源
設
備
（
鉄
塔
等
）
の

耐
震
性
は
Ｃ
ク
ラ
ス
。
過
酷
事
故
対 

  

 

二
、
中
越
沖
地
震
で
明
ら
か 

に
な
っ
た
柏
崎
刈
羽
原
発
の 

欠
陥
に
つ
い
て 

 

三
、
避
難
計
画
の
問
題
点 

 
 

つ
い
て 

 

  

 

次
回
第
１
８
回
公
判 

 

２
月
９
日 
１
５
時
か
ら 

( 

投
稿
者 
Ｋ
／
Ｓ ) 

 

裁判前集会で裁判経過及び本裁判の 

原告の論点を説明する和田弁護団長 

   

昨
年
６
月
の
定
期
総
会
以
降
に
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入

さ
れ
た
皆
さ
ん
（
氏
名
下
の
「
Ｅ
」
は
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
）
で
す
、
会
員
み
ん
な
で
歓
迎
し
ま
す
。

健
康
で
、
元
気
に
、
楽
し
く
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！ 

加
入
月 

 

氏 
 

名 
 

 

所
属 

７
月 

高
橋 

正
直
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

阿
部 

広
務
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

中
沢 

 

正
さ
ん 

湯
沢 

 

Ｅ 

〃 
 

増
井 

利
意
さ
ん 

支
社 

 

Ｅ 

〃 
 

丸
山 

哲
治
さ
ん 

直
江
津 

Ｅ 

〃 
 

村
井 

和
摩
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

井
上 

三
夫
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

上
田 

良
夫
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

田
中 

裕
貴
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

稲
垣 

 

勉
さ
ん 

直
江
津 

 

８
月 

塩
原 

勝
栄
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

９
月 

五
十
嵐
信
夫
さ
ん 

長
岡 

 

Ｅ 

〃   

木
村 

 

誠
さ
ん 

地
本 

 

Ｅ 

 

〃 
 

新
井 

則
雄
さ
ん 

直
江
津 

Ｅ 

〃 
 

石
川 

弘
明
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

１
０
月 

岡
田 

道
雄
さ
ん 

地
本 

 

Ｅ 

〃 
 

清
野 

一
雄
さ
ん 

地
本 

 

Ｅ 

〃 
 

熊
木 

重
人
さ
ん 

新
潟 

 

Ｅ 

〃 
 

五
十
嵐
友
一
さ
ん 

村
上 

 

Ｅ 

〃 
 

高
頭 

要
作
さ
ん 

製
造
所 

Ｅ 

１
１
月 

土
岐 

光
義
さ
ん 

酒
田 

 

Ｅ 

〃 
 

栗
田 

光
明
さ
ん 

新
津 

 

Ｅ 
  


